
◎
論

説

中
国
演
劇
に
お
け
る
ジ

ェ
ン
ダ
ー

目
連
戯
に
見
る

農
村
演
劇

の
女
性
像

田

仲

成

・
・
…

序

視
点
ー

目
連
戯
の
社
会
的
機
能

目
連
戯

に
見
え
る
女
性
像
を
論
ず

る
に
先
立
ち
、
ま
ず
目
連
戯
が

中
国
農
村
社
会
に
お
い
て
果
し

て
い
た
役
割
、
機
能
に
つ
い
て
、
概

観
し
て
お
き
た
い
。
中
国

の
地
方
演
劇
は
、
そ
れ
を
支
え
る
祭
祀
組

織

の
面

か
ら
み
る
と
、
郷
村
の
演
劇
、
宗
族

の
演
劇
、
市
場
の
演
劇

の
三
種
の
類
型
が
あ
る
。
目
連
戯
も
こ
の
三
種
の
類
型

に
応
じ
て
分

化
し
、
脚
本
も
こ
れ
に
対
応
し
て
分
化
し
、
女
性
像
も
こ
れ
に
応
じ

て
多
様
化

し
て
い
る
。
そ
の
状
況
を
根
底
に
あ
る
社
会
的
機
能
か
ら

概
観
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
目
連
戯
が
農
村
に
お
い
て
い
か
に
重
視
さ
れ
、
頻
繁

に
上
演
さ
れ
て
き
た
か
を
示
す
資
料
と
し
て
、
安
徽
省
徽
州
府
休
寧

県
山
間
部

の
農
村
、
流
口
村
の
清
代
中
期

の
記
録
を
あ
げ
て
お
く
。

文
中
、
鬼
戯
と
記
さ
れ
た
も
の
が
目
連
戯
で
あ
る
。

ム　
　

○
休
寧
流

口
黄
氏

《
家
用
牧
支
流
水
帳
》

雍
正
十

一
年

(
一
七
三
三
)

正
月
廿

一

一
銭

二
月
十
三

四
分

四
月
廿

一

二
銭
七
分
二
厘

侯
口
公
借
、
言
代
倣
戯
。

我
侯
口

公
代
倣
戯
。

前
月
付

過

一
銭
、
本
家
七

丁
、

按
丁
二
分
。
母
派
算
内
。

家
論
口
、
帳
算
、
代
傲
鬼
頭
戯
。

按
丁
九
厘
、
本
家
井
母
八
丁
。

雍
正
十

二
年

(
一
七
三
四
)

二
月
初
九

一
銭

一
分
四
厘

貼
沈
源
口
傲
戯
。
本
家
六
丁
、

按
丁

一
分
九
厘
、
母
弟
出
。
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二
月
十
四

三
月
十
三

三
月
十
四

雍
正
十
三
年

四
月
廿

五
月
口
口

乾
隆
元
年

五
月
口
口

五
月
口
口

五
月
口
口

乾
隆
二
年

四
月
口
口

六
月
口
口

乾
隆
三
年

三
月
口
口

六
月
口
口

十

一
月
口
口

乾
隆
四
年

三
月
口
口

五
月
口
口

乾
隆
六
年

一
銭
六
分
八
厘

二
分
四
分
八
厘

(
一
七
三
五
)

七
分
八
分

(
一
七
三
六
)

八
分
八
分

五
銭
四
分

(
一
七
三
七
)

八
分
八
分

(
一
七
三
八
)

八
分
八
分
一
分

(
一
七
三
九
)

八
分
八
分

二

七

四

こ

雨
門
重
派
演
戯
、
禁
止
捲
蕨
、

按
畝
四
厘
。

批
重
倣
頂
紅
班
戯
。

派
倣
鬼
戯
。
按
丁
八
厘
、
本
家

六
丁
、
母

一
丁
弟
、
出
。

雨
次
出
、
傲
戯
。

鬼
戯

一
會
。

鬼
戯

一
會
。

又
法
功
鬼
戯

一
會
。

願
戯

一
會
。

鬼
戯

一
會
。

鬼
戯

一
會
。

倣
會
戯
。

會
戯
。

木
人
頭
戯
。

會
戯
。

會
戯
。

四
月
十
八

六
分
四
厘

五
銭
四
分

六
月
初
九

一
銭

乾
隆
七
年

二

七
四
二
)

二
月
十

一

一
銭
五
分
三
厘

乾
隆
八
年

(
一
七
四
三
)

二
月
十
八

一
鐘
六
分
二
厘

四
月
初
八

一
分

十
月
廿
三

八
分
六
分

一
銭

一
分

一
厘

十

一
月
初
四

一
銭

ω

"倣
戯
"、

雍
正
十

一
年

正
月
廿

一
日
、

二
月
十
三
日
、

十

二
年

二
月
初
九
日
、

十
三
年

四
月
二
十
日
、

②
乾
隆

元
年

五
月
口
口
日
、

㈹

と
だ
け
記
さ
れ
る
も
の

願
戯
と
だ
け
記
さ
れ
、
願

の
内
容
を
記

さ
な
い
も
の

(
一
例
)

会
戯
と
記
さ
れ
る
も
の
、村

の
廟
祭
と
推
定

で
き
る
も
の
(五

貼
用
卿
太
公
倣
鬼
頭
戯
。

代
志
遠
打
襲
戯

一
本
。

輸
重
徹
戯
、
禁
虎
。

派
傲
人
丁
戯
、
毎
丁

一
分
七
銭
、

本
家
九

丁
、
井
母
在
内
。

人
丁
戯

、
本
家
九
丁
、
毎
丁

一

分
八
贅

。
母
掲
出
。

我
病
急

、
母
許
鬼
頭
戯

一
本
。

戯

一
會

。

徹
戯
、
禁
猪
瘍
。

火
燭
戯

。

倣
戯
、
禁
控
蕨
。

(
四
例
)

倣
戯
。

倣
戯
。

倣
戯
。

倣
戯
。

願
戯

一
會
。
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例
)
乾
隆

三
年

三
月
口
口

日
、
倣
會
戯
。

六
月
口
口

日
、
倣
會
戯
。

四
年

三
月
口
口

日
、
倣
會
戯
。

五
月
口
口

日
、
會
戯
。

八
年

十
月
廿
三
日
、
戯

一
會
。

㈲

禁
某
某
と
記
す
、
村
落
規
約

の
締
結
の
時
、
廟
神
に
捧
げ

る

演
劇

(四
例
)

雍
正
十
三
年

二
月
十
四
日
、
雨
門
重
派
演
戯
、
禁
掴
蕨
。

乾
隆

六
年

六
月
初
九
日
、
輪
重
倣
戯
、
禁
虎
。

七
月
十
八
日
、
輸
衆
熱
藥
射
虎
。

八
年

十
月
廿
三
日
、
倣
戯
、
禁
猪
痕
。

十

一
月
初
四
日
、
倣
戯
、
禁
控
蕨
。

㈲

鬼

頭
戯
と
記
す
も
の
、
仮
面
劇
、
灘
戯

(三
例
)

雍
正
十

一
年

四
月
廿

一
日
、
代
徹
鬼
頭
戯
、
按
丁
九
厘
、
本

家
井
母
八
丁
。

乾
隆

六
年

四
月
十
八
日
、
倣
鬼
頭
戯
。

八
年

四
月
初
八
日
、
我
病
急
、
母
許
鬼
頭
戯
。

㈲

鬼

戯
と
記
す
も
の
、
目
連
戯

(五
例
)

雍
正
十
二
年

三
月
十
四
日
、
派
倣
鬼
戯
、
按
丁
八
厘
、
本
家

六
丁
、
母

一
丁
、
弟
出
。

十
三
年

五
月
口
口
日
、
鬼
戯

一
會
。

口
口
日
、
又
法
功
、
鬼
戯

一
會
。

乾
隆

二
年

四
月
口
口
日
、
鬼
戯

一
會
。

六
月

日
、
鬼
戯

一
會
。

ω

頂
紅
班
戯
と
記
す
も
の
、
お
そ
ら
く

当
地
の
最
上
級
劇
団

の

演
劇

(
一
例
)

雍
正
十
二
年

三
月
十
三
日
、
批
重
倣

頂
紅
班
戯
。

㈲

木
人
頭
戯
と
記
す
も
の
、
偲
偏
戯

(
一
例
)

乾
隆

三
年
十

一
月
口
口
日
、
木
人
頭

戯
。

⑨

火
燭
戯
と
記
す
も
の
。
夜
演
の
戯

(
一
例
)

乾
隆

八
年

十
月
口
口
日
、
火
燭
戯

。

⑲

人
丁
戯
と
記
す
も
の
、
費
用
を
人
頭

ご
と
に
割
り
あ
て
る
も

の
。
会
戯
、
鬼
戯
の
類

(二
例
)

乾
隆

七
年

二
月
十

一
日
、
派
倣
人

丁
戯
。
毎
丁

一
厘
、
本

家
九
丁
、
井
母
在
内
。

乾
隆

八
年

二
月
十
八
日
、
人
丁
戯

。
本
家
九
丁
、
毎
丁

一

分
八
厘

、
母
指
出
。

こ
れ
を
見
て
も
、
目
連
戯

は
郷
村
で
重
要

な
行
事
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
、
そ

の
費
用
も
人
頭
税
と
し
て
徴
集

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
娯
楽
で
な
く
村

の
公
的
行
事
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

目
連
戯
の
目
的
と
脚
本
の
分
化

目
連
戯

は
農
村

に
お
い
て
、
二

つ
の
目
的
に
お
い
て
上
演
さ
れ
た
。
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一
つ
は
、
個
人

の
死
者

の
葬
礼
に
伴
う
追
薦
功
徳
法
事

の
た
め
で
あ

り
、

一
つ
は
村
落
全
体
が
災
害

の
崇
り
の
源
と
み
な
し
て
い
る
死
者

の
遊
魂

・
孤
魂
を
鎮
撫
す
る
齋
酷

の
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特

徴
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

ω

葬

礼
追
薦
功
徳
法
事

死
者

の
法
事
が
挙
行
さ
れ
る
と
き
、
そ

の
亡
魂
が
地
獄
に
落
ち
て

い
る
可
能

性
が
考
え
ら
れ
、
そ
の
こ
と
を
憂
え
た
遺
族
が
道
士
ま
た

は
僧
尼

に
依
頼
し
て
、
そ

の
亡
魂
を
地
獄
か
ら
救

い
出
す
た
め
に
「地

獄
破
り

」
の
儀
式
を
行
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
と
き
、
そ
の

一
部
と

し
て
目
連

戯
が
演
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
四
川
や
台
湾
に
そ
の
例

が
あ
る
。
ま
た
漸
江
山
間
部
に
も
民
国
期

の
事
例
報
告
が
あ
る
。
専

門
俳
優

で
な
く
僧
侶
道
士
が
担
当
す
る
儀
礼

で
あ
る
か
ら
、専
ら
「地

獄
め
ぐ

り
」
を
中
心
に
演
ぜ
ら
れ
る
。
死
者

の
亡
魂
を
地
獄
か
ら
救

出
す
る

の
が
目
的
で
あ
る
か
ら
、
亡
魂

へ
の
施
与
が
周
辺

の
孤
魂
野

鬼

に
奪

わ
れ
な
い
よ
う
、
孤
魂

の
超
度
も
付
随
し
て
行
わ
れ
る
。
こ

こ
で
の
目
連
戯
は
半
日
以
下
で
終
わ
る
短

い
構
成
の
も
の
で
あ
る
。

⑪

郷

村
の
齋
酷
儀
礼

一
般

に
郷
村
社
会
で
は
、
地
域
内
の
孤
魂
野
鬼
が

一
定
以
上
増
加

す
る
と
災
害

に
な
る
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
災
害
が
発
生
す

る
と
、

そ
の
源
で
あ
る
孤
魂
野
鬼
を
鎮
撫
す
る
た
め
、
僧
侶
道
士
を

招
き
、
大
規
模
な
齋
酷
儀
礼
を
行
う
と
共

に
、
俳
優
を
招
き
、
農
民

も
加
わ

っ
て
目
連
戯
を
行
う
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
あ
る
い
は
災
害

が
発
生

し
て
い
な
く

て
も
、
そ
の
予
防

の
た
め
に
、
例
え
ぼ
、
孤
魂

が
発
生
し
や
す

い
中
元
の
こ
ろ
に
、
定
期
的

に
こ
の
種

の
齋
酷
儀
礼

と
目
連
戯
を
行

っ
た
り
、
さ
ら
に
五
年
あ
る

い
は

一
〇
年
間
隔

で
大

規
模
な
齋
酷
を
挙
行
し
、
合
わ
せ
て
大
規
模

な
目
連
戯
を
上
演
す
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。

こ
う

い
う
郷
村
全
体

の
齋

酷
で
は
、
孤
魂
野
鬼
が

鎮
撫

の
主
た
る
対
象
で
あ
る
が
、
郷
民
は
自

ら
の
祖
先

で
、
ま
だ
法

事
を
行

っ
て
い
な
い
亡
魂

の
鎮
撫
を
付
随
追
薦
者
と
し
て
鎮
魂
を
依

頼
す
る
場
合
が
あ
る
。

一
般
の
農
民
は
死
者

が
出
る
た
び

に
僧
侶
道

士
を
招

い
て
法
事
を
行
う
ほ
ど
の
財
力
が
あ
る
と
は
限
ら
ず
、
村
全

体

の
法
事
が
行
わ
れ
る
機
会
を
捉
え
て
、
村

の
費
用
で
招
か
れ
た
僧

侶
道
士
に
、

つ
い
で
に
親
族
の
亡
魂

の
救
済

を
し
て
も
ら
お
う
と
す

る
の
で
あ
る
。
道
士
の
側
で
は
、
儀
礼
の
対
象
と
な
る
追
推
薦
者

の

名
簿

に
依
頼

さ
れ
た
亡
魂

の
名
を
加
え
る
だ
け
で
足
り
る
こ
と
で
、

そ
れ
ほ
ど
の
手
数

は
か
か
ら
な
い
。

ω

の
場
合
は
、
富
裕
な
郷
民
が
行
う
祖
先

の
鎮
魂
儀
礼

で
、
祖
先

亡
魂
が
主

で
孤
魂
野
鬼
が
従
で
あ
る
の
に
対

し
、
⑪

の
場
合
は
、
逆

に
村
を
俳
徊
す
る
孤
魂
野
鬼
が
主
で
郷
民
の
祖
先
亡
魂

は
従
で
あ
る
。

し
か
し
、
い
ず
れ

の
場
合
も
、
祖
霊
と
孤
魂
を
同
時
に
祭
る
構
造
は
、

両
者
に
共
通
す
る
。

目
連
戯
は
こ
の
よ
う
に
法
事
ま
た
は
齋
酷

に
演
じ
ら
れ
る
た
め
、

そ
の
上
演
期
間
も
法
事
の
慣
行
に
し
た
が

っ
て
七
の
倍
数
を
基
礎
と

し
て
構
成
さ
れ
る
。
初
七
日

(七
日
間
)、

二
七
日

(十

四
日
間
)、

三
七
日

(
二
十

一
日
間
)、
四
七
日

(二
十
八
日
間
)
、
五
七
日

(三
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十
五
日
間

)、
六
七
日

(
四
十

二
日
間
)、
七
七
日

(四
十
九
日
間
)

な
ど
と
な

る
。
従

っ
て
、
目
連
戯
テ
キ
ス
ト
も
ま
た
、

こ
れ
に
対
応

し
て
七

の
倍
数
の
巻
数

で
構
成

さ
れ
る
。
た
だ
し
、
七
日
用
の
七
巻

本
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
簡
略
化
し
た
五
日
用
の
五
巻
本
、
三
日

用

の
三
巻

本
、
あ
る
い
は

一
日
用
の

一
巻
本
も
存
在
す
る
。
現
存

の

ハ　
　

地
方
脚
本

を
こ
れ
に
従

っ
て
分
類
し
て
示
す
。

(1)(2)(3)(4)(5)(6)

一
天
酷

(
一
巻
本
)

(福
建
)
蓄
田
県
木
身
目
連
戯
本
不
分
巻

二
天
酷

(二
巻
本
)

(漸
江
)紹
興
旧
抄
救
母
記
二
巻

三
天
醗

(三
巻
本
)

(安
徽
)祁
門
県
鄭
之
珍
目
連
戯
本
三
巻

一
〇
〇
駒

(安
徽
)院
南
高
腔
本
三
巻

(江
蘇
)高
淳
県
陽
腔
目
連
戯
本
三
巻

(江
蘇
)
上
海
目
連
全
会
本
残
本

(欠
中

・
下
巻
)

(湖
南
)湘
劇
大
目
健
連
残
本

(福
建
)
萬
田
県
肉
身
目
連
戯
本
不
分
巻
七
〇
駒
(三
天
本
)

(福
建
)泉
腔
目
連
救
母
不
分
巻
七
五
駒

四
天
酷

(四
巻
本
)

(安
徽
)
獄
県
目
連
戯
本
四
巻

五
天
酷

(五
巻
本
)

(漸
江
)
煉
県

・
新
昌
県
目
連
戯
本
五
巻

六
天
酷

(六
巻
本
)

(江
蘇
)南
京
超
輪
本
目
連
戯
本
三
巻
六
冊

ω

七
天
酷

(七
巻
本
)

(江
西
)青
陽
腔
本
七
巻
、
同
ざ
陽
腔
目
連
戯
本
七
巻

(福
建
)泉
州
塊
偲
戯
目
連
本

(李

世
民
遊
地
府
、
三
蔵
取

経
、
目
連
救
母
)
七
天
本

(福
建
)萬
田
県
七
巻
本

(傅
天
斗
本
)

(湖
南
)祁
陽
県
高
腔
本
七
巻

⑧

二
七
酷

(十
四
巻
本
)

(四
川
)高
腔
目
連
戯
本
十
五
巻

(台
城
三
巻
、
目
連
十
二
巻
)

⑨

三
七
酷

(二
十

一
巻
本
)

(湖
南
)辰
河
腔
目
連
戯
本
二
十

一
巻

⑩

四
七
酷

(二
十
八
巻
本
)

(北
京
)影
巻
忠
孝
節
義
三
十
二
本

康
煕
旧
本
勧
善
金
科
残
巻

傅
羅
卜
傳
奇
残
巻

五
七
酷

(三
十
五
巻
本
)
未
見

⑫

六
七
酷

(四
十
二
巻
本
)
未
見

03

七
七
酷

(四
十
九
巻
本
)

(湖
南
)
辰
河
腔
目
連
戯
四
十
八
本

(梁
傳
、
香
山
、
前
目

連
、
花
目
連
、
封
神
、
後

目
連
)

(四
川
)
連
台
目
連
戯
四
十
八
本

(
大
発
狙
、
仏
児
、
西
遊
、

観
音
、
封
神
、
東
窓
、
台
城
、
目
連
)

こ
こ
に
挙
げ
た
諸
本
は
お
お
む
ね
清
代
の
抄
本
で
あ
り
、
明
代
刊
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刻

の
鄭
之
珍
本
よ
り
時
代
が
降
る
。
ま
た
内
容
的
に
も
鄭
之
珍
本

の

影
響
が
強

い
が
、
鄭
本
と
は
全
く
異
な
る
節
目
を
有
す
る
テ
キ
ス
ト

も
含
ま
れ

て
い
る
。
中
に
は
、
鄭
本
よ
り
前

の
古
本

の
系
統
を
ひ
く

テ
キ
ス
ト

も
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
鄭
本
自
体
が
そ
れ
に

先
立

つ
多
数

の
地
方
脚
本
を
整
理
し
て
成
立
し
た
可
能
性

が
高

い
。

そ
の
た
め
、
目
連
戯
の
女
性
像
を
考
察
す
る
に
当
た
っ
て
も
、
鄭
本

だ
け
で
考
察
す
る
の
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
現
存

の
地
方
脚
本
す
べ

て
に
目
を
配

っ
て
考
察
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
社
会
的
機
能

と
の
関
連

で
言
え
ぼ
、
郷
村
演
劇
の
脚
本
、
宗
族
演
劇

の
脚
本
、
市

場
地
演
劇

の
脚
本

の
三

つ
の
類
型
を
区
別
し
て
論
ず
る
必
要
が
あ
る
。

以
下
、
こ

の
視
点
か
ら
脚
本
を
分
類
し
て
み
る
。

H

郷
村
演
劇
の
脚
本
-
七
巻
本
-
古
本
系

ま
ず
、
郷
村
の
齋
酷
儀
礼
は
七
日
七
夜
が
最
も
普
通

で
あ
る
。

こ

れ
が
古

い
郷
村
演
劇
の
形

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

目
連
戯

の
こ
と
を
記
し
た
最
古

の
記
録

『東
京
夢
華
録
』

で
は
、

北
宋

の
都
、
沐
京

の
勾
騨

(劇
場
)
で
、
目
連
救
母
雑
劇
が
七
月
初

七
日
か
ら
同
十
五
日
ま

で
上
演
さ
れ
た
と
記
す
か
ら
、
七
日
七
夜

の

編
成

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
目
連
故
事
で
、
最
後
に
目
連

が
母
を
救

う
た
め
に
行
う
孟
蘭
盆
会
も
、
変
文
以
来
、
七
日
七
夜
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
点
か
ら
考
え
て
、
七
日
上
演

に
適
す
る
七

巻
本
が
最

も
古

い
形
を
伝
え
る
テ
キ
ス
ト
と
想
像
さ
れ
る
。
上
記

の

リ

ス
ト
で

は
、
江
西

の
ざ
陽
腔
本
、
青
陽
腔
本
、
泉
州
塊
儲
戯
本
、

祁
陽
県
高
腔
本
な
ど
が
そ
の
候
補

で
あ
る
。

ひ
る
が
え
っ
て
考
え
る
に
、
北
宋
期
の
目
連
戯
が
七
巻
本

で
あ

っ

た
可
能
性
は
乏
し
い
。
当
時
の
目
連
戯
は
変
文
に
描
か
れ
る
程
度
の

短

い
話

で
あ
っ
た
は
ず

で
、
お
そ
ら
く
地
獄

め
ぐ
り
を
中
心
と
て
せ

い
ぜ

い

一
日
か
半
日
で
終
わ
る

一
～
二
巻
本
程
度

の
規
模
で
あ

っ
た

と
思
う
。
現
在

で
も
、

一
日
で
終
わ
る
事
例

は
少
な
く
な
い
。
そ
れ

で
は
、
ど
う
し
て
そ

の
よ
う
な
短
巻
本
を

「七
日
七
夜
に
亘

っ
て
演

じ
る
」
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
目
連

物
語

の
本
体

の
ほ
か
に
、
多
く

の
儀
礼
的
な
演
出
が
挿
入
さ
れ
て
、

七
日
七
夜
の
儀
礼
日
程
に
合
わ
せ
て
い
た
た

め
で
は
あ
る
ま

い
か
。

つ
ま
り
、
物
語
り
を
潤
色
す
る
の
で
な
く
、
儀
礼
部
分
、
例
え
ば
、

孤
魂
鎮
撫
の
た
め
の

「超
幽
儀
礼
」
や

「施
食
儀
礼
」
な
ど
を
繰
り

返
し
挿
入
し
て
時
間
を
引
き
延
ば
し
て
い
た

の
で
は
な
い
か
。
事
実
、

現
在

の
香
港
や
台
湾
の
超
幽
建
礁
儀
礼
で
も
、
五
日
六
夜
、
六
日
七

夜
な
ど
と
決
め
ら
れ
た
祭
祀
期
間
内
に
、孤
魂
超
度
の
施
食
儀
礼

(孤

魂
に
食
物
、
衣
服
を
与
え
る
儀
式
)
を
何
度

か
や
っ
て
時
間
を
稼

い

で
い
る
。
ま
た
道
士
の
慣
行
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
は
孤
魂
を
な
ぐ
さ

め
る
た
め
で
あ
る
か
ら
、
何
度
や
っ
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

最
終
日
の
最
後

の
儀
礼
に
大
規
模
な

「施
食
儀
礼
」
を
行
い
、

こ
れ

を

「大
幽
」
と
呼
ぶ

の
に
対
し
、
こ
う
い
う
中
間
に
随
意
に
行
う

「施

食
儀
礼
」
を

「小
幽
」
と
呼
ん
で
い
る
。

こ
の

「小
幽
」
(ま
た
は

「小
施
」
と
も
呼
ぶ
)
は
、
時
間
稼
ぎ

の
た
め
な

の
で
、
儀
礼
を
担
当

す
る
道
士
の
側
で
は
、
こ
れ
を
見
物
す
る
人
を
楽
し
ま
せ
よ
う
と
い
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う
動
機
が
働
き
、
多
少
、
歌
舞

、
説
唱
な
ど
交
え
た
芸
能
じ
み
た
も

の
に
な
る
。
北
宋
時
代
か
ら
、

こ
う
い
う

「挿
演
」
で
七
日
七
夜
を

埋
め
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
時
代
が
下
が

っ
て
く
る
と
、
こ
れ

ら
の

「挿
演
」
部
分
を
目
連
故
事

の
本
体

に
取
り
込
ん
で
、
全
体
を

潤
色
し
、
七
巻
本
に
仕
立
て
上
げ
よ
う
と
す
る
動
き
が
で
て
き
た
に

違

い
な
い
。
上
記
の
七
巻
本
は

こ
の
よ
う
な

「挿
演
」
を
蓄
積
し
て

成
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
今
、

こ
の
よ
う
な
視
点
で
、
七
巻
本
を

み
て
み
る
と
、
こ
の

「小
幽
」
に
あ
た
る
も
の
が
目
に
付
く
。
以
下
、

ざ
陽
腔
本

に
つ
い
て
、
若
干
、
分
析
を
加
え
て
み
よ
う
。
(青
陽
腔
本

も
駒
目

で
見
る
限
り
、
内
容
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
が
、
駒
目
、

人
名
な
ど
に
若
干

の
相
違
が
あ
る
。)

ω

梁
王
寳
俄

(梁
の
武
帝

の
皇
后
榔
氏
を
救
い
出
す
儀
礼
)

こ
れ
は
、
元
来
、
目
連
と
関
係

の
な

い
話

で
あ
る
が
、
超
度
科
儀

に
お
い
て
僧
侶
道
士
が

「梁
王
寳
俄
」
を
読
む
こ
と
が
多
か

っ
た

こ

と
か
ら
、

こ
の

「梁
王
徴
法
」

の
背
景
と
な

っ
て
い
る
梁
の
武
帝
と

そ

の
皇
后

榔
氏
の
話
が
独
立
し
て
、
「目
連
」
の
前
史
と
し
て
組
み
込

ま
れ
た
も

の
と
見
ら
れ
る
。
最
初
は

「小
幽
」
の
科
儀

の

一
つ
と
し

て
語
ら
れ
た
も
の
が
、
潤
色
さ
れ
て
演
劇
的

に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
も

の
で
あ

ろ
う
。
ざ
陽
腔
本
七
巻

の
中
の
第

一
巻
第
二
五
餉

に

「救
度

榔
氏
」

の
場
が
あ
り
、

こ
こ
で
僧
侶
道
士

に
よ
っ
て

「梁
王
寳
餓
」

が
念
諦
さ
れ
る
が
、
そ
の
前
後
を
挟
む
第

一
～
二
八
駒
ま
で
、
す
べ

て
が
梁

の
武
帝
と
皇
后
郡
氏
の
話
と
な

っ
て
お
り
、
目
連

の
父
、
傅

相

の
話
を
武
帝
に
か
ら
ま
せ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。
富
豪

の
傅
崇
は
不
正

の
蓄
財
を
行

っ
た
が
、
そ
の
子

の
傅
相

は
深
く
仏
教
に
帰
依
し
、
父
の
悪
行
を
償
う
た
め
、
広
く
貧
民

を
救
済
し
た
。
こ
の
時
、
梁
の
武
帝

は
仏
教

に
入
信
し
、
帝
位

を
棄

て
て
仏
門
に
入
る
。
皇
后
榔
氏

は
こ
れ
を
諌
め
た
が
聴
か

れ
ず
、
仏
教
を
憎
ん
で
寺
を
焼
き
、
僧
侶
を
殺
す
。
そ
の
悪
行

の
報

い
で
、
郡
氏
は
地
獄
に
堕
ち
、
大
鱗

の
姿

に
替
え
ら
れ
る
。

武
帝

は
夢
に
現
れ
た
郡
氏
の
訴
え
を
聞

き
、
高
僧

の
志
公
に
依

頼
し
て
宝
繊
を
念
諦
さ
せ
、
榔
氏
を
救

い
出
し
て
、
元
の
姿
に

戻
す

(こ
の
宝
餓
を
後
世
、
梁
王
宝
繊

と
称
す
る
)。

こ
の
よ
う
に
、
梁
王
賓
俄
を
念
諦
す
る

「
小
幽
」
儀
礼
を
媒
介
と

し
て
、
目
連
戯
は
傅
相
の
時
代
に
遡

っ
て
肥

大
し
た
こ
と
に
な
る
。

夫
の
意

に
背
き
仏
教
を
迫
害
し
て
大
蜂
の
姿

に
替
え
ら
れ
た
皇
后
郡

氏
の
話

は
目
連

の
母
、
劉
氏
の
伏
線
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た

「梁
王
賓
繊
」
を
媒
介
と
す
る
武
帝
物
語
を
目
連
前
伝
と
し

て
付
加
し
た
の
は
、
鄭
之
珍
本
以
前

で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
お
く
。

目
連
前
伝
と
し
て
、
祖
父
や
曽
祖
父
の
時
代

ま
で
遡
る
の
は
、
上
演

期
間
が
二
七
日

(
一
四
日
)
以
上
に
長
く
な

る
後
世
の
こ
と
で
あ
ろ

う
が
、
七
日
程
度

の
原
始
的
演
出

の
下
で
、
時
間
稼
ぎ

の
た
め
に

「目

連

の
父
の
時
代
に

つ
い
て
物
語
」
を
崇
仏

で
名
高

い
梁

の
武
帝
と
結

び

つ
け
て
付
加
す
る
程
度

の
加
工
は
、
誰

で
も
直
ぐ
に
考
え

つ
く
自

然
な
発
想
に
属
す
る
か
ら
で
あ
る
。

す
く

②

破
獄
度
孤

(地
獄
を
破
り
孤
魂
を
度

う
)
[青
陽
腔
本
は

「破
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獄
勧
亡
」
に
作
る
]

次
に
第
三
本

で
は
、
「破
獄
度
孤
」
の
儀
礼
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
傅
相
の
死
後
、
羅
ト
が
父

の
亡
魂
を
地
獄
か
ら
救

い
出
す
た

め
、
僧
侶

に
依
頼
し
て
、
当
時
民
間

の
功
徳
法
事

の

一
部
と
し
て
流

行
し
て
い
た

「破
地
獄
」
(地
獄
破
り
)
の
儀
礼
を
行
わ
せ
る
場
面

で

あ
る

[上
記

の
ω

の
ケ
ー
ス
に
あ
た
る
]
。
こ
こ
で
僧
侶
は

「地
獄
破

り
」
に
付
随
し
て
、
孤
魂
超
度
の

「超
孤
」
科
儀
を
演
じ
る
。
唱
え

ら
れ
る

「超
孤
」

の
経
文

の
内
容
は
、
①
囚
死
鬼
、
②
吊
死
鬼
、
③

屈
死
鬼
、
④
餓
死
鬼
、
⑤
虎
傷
鬼

の
五
類
で
あ
る
。
目
連
物
語
で
は
、

元
来
、
父

の
傅
相
は
生
前

の
善
行

の
お
か
げ
で
地
獄
に
堕
ち
る
こ
と

な
く
、
玉
帝

の
命
に
よ
り
天
界
に
超
昇
す
る
。
し
か
し
、
遺
族
た
ち

は
こ
の
事

を
知

る
由
も
な
く
、
や
は
り
地
獄
に
堕
ち
た
も
の
と
考
え

て
、

こ
の
地
獄
破
り
の
儀
礼
を
演
じ
た
の
で
あ
る
。
民
間
の
信
仰

・

慣
習
に
従

っ
た
演
出
と

い
え
る
。
時
間
稼
ぎ
と
し
て
は
極
め
て
合
理

的
措
置
と
い
え
る
。

㈹

金
氏
上
吊

(金
氏
上
り
て
吊
る
)
[青
陽
腔
本

は

「歌
氏
上

吊
」

に
作
る
]

次
に
、
ざ
陽
腔
本
第

四
本

[青
陽
腔
本
第
五
本
]
に

「金
氏
上
吊
」

が
挿
入
上
演
さ
れ
る
。

こ
れ
は
先

の
五
類
孤
魂
の
う
ち
の
②
吊
死
鬼

を
特
に
独
立
さ
せ
て
取

り
だ
し
、
そ
の
禍
を
鎮
撫
し
よ
う
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
も

「小
幽
」
の

一
環

で
あ
る
が
、
そ
の
重
要
性
か

ら
、
ま
と
ま

っ
た
独
立

の
物
語
と
し
て
演
じ
て
い
る
。
次

の
通
り
で

あ
る
。

王
小
二
の
妻
、
金
氏
は
子
に
恵
ま
れ
ず
、
悩
ん
で
い
る
と
こ

ろ

へ
、
二
人
の
偽
和
尚
が
現
れ
、
観
音
堂
建
立
の
た
め
と
称
し

て
喜
捨
を
求
め
る
。
金
氏
は
子
の
出
生

を
願
う
あ
ま
り
、
指
し

て
い
た
金
銀
を
与
え
る
。
偽
和
尚
は
夫

の
王
小
二
に
も
喜
捨
を

求
め
、
そ
の
際
、
金
氏
か
ら
金
銀
を
も
ら

っ
た
こ
と
、

一
夜
を

共
に
し
た
な
ど
と
法
螺
を
吹
く
。
王
は

こ
れ
を
聴
い
て
激
怒
し
、

妻

の
不
義
を
責
め
る
。
妻
金
氏

は
疑

い
を
晴
ら
せ
ず
、
梁
に
縄

を
か
け
て
経
死
を
は
か
る
。
そ
こ
へ
二
十
年
も

の
間
、
身
代
わ

り

の
出
現
を
待

っ
て
い
た
吊
死
鬼
が
飛

び
出
し
て
き
て
金
氏
に

と
り

つ
く
。
普
化
天
尊
が
登
場
し
、
吊

死
鬼
を
打

っ
て
退
け
、

金
氏
は

一
命
を
取
り
と
め
る
。

こ
の
話
は
、
『西
遊
記
』
の
枕
に
な

っ
て
い
る

「唐
太
宗
遊
地
府
」

の

一
部

「劉
全
進
瓜
」
の
物
語
か
ら
出

て
い
る
。
僧
侶
に
金
銀
を
喜

捨
し
た
妻
を
疑

っ
て
緯
死
さ
せ
た
劉
全
が
地
獄

の
妻
に
あ
う
た
め
に
、

唐

の
太
宗
の
使

い
と
な

っ
て
地
獄
の
閻
魔

に
瓜
を
届
け
に
行
き
、
任

務
を
果
し
た
あ
と
、
閻
魔
に
た
の
み
、
高
殿

か
ら
墜
死
し
た
太
宗

の

妹

の
身
体
に
託
し
て
妻

の
亡
魂
を
こ
の
世

に
生
き
か
え
ら
せ
、
再
縁

を
は
た
す
と
い
う
地
獄
め
ぐ
り
の
物
語
を
踏
ま
え
て
、
独
立
の

「捨

銀
物
語
」
に
仕
立
て
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、

こ
の
吊
死
鬼
王
氏
は
姑

母
や
夫
と
の
折
り
合

い

が
悪
く
、
罵
ら
れ
打
た
れ
て
、
夫
に
あ
て
つ
け
る
つ
も
り
で
絡
死

の

真
似
を
し
た
と
こ
ろ
、
縄
が
し
ま
っ
て
本
当

に
絡
死
し
て
し
ま

っ
た

の
だ
、
と
い
う
。
結
局
は
、
舅
姑

の
拘
束
に
耐
え
き
れ
ず

に
死
に
追
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い
込
ま
れ
た
冤
鬼
で
あ
る
こ
と
に
間
違

い
な
い
。
農
村
の
婦
に
よ
く

あ
る
話
と

い
え
よ
う
。
結
局
、

こ
こ
で
は

「小
幽
」
の
際
に
行
わ
れ

る
孤
魂
鎮
撫

の

一
部
を
拡
大
し
、
農
村

の
冤
婦
と
古
来

の

「劉
全
進

瓜
」
の
話
を
結
合
さ
せ
て
、
「金
氏
上
吊
」
と
い
う
独
立
の
挿
入
演
目

に
発
展
さ
せ
た
と

い
う
こ
と
が

で
き
る
。

働

大
幽

こ
の
ざ

陽
腔
本
で
は
、
最
後

の
第
七
本

の
最
終
結
末
部
分
で
目
連

が
母
を
救

い
出
す
た
め
に
孟
蘭
盆
会
を
行
う
が
、
こ
こ
で
も
孤
魂
超

度

の
歌
唱
が
行
わ
れ
る
。
超
度

の
対
象
は
さ
き
の
ω
、
⑪

の
五
類
孤

魂
と
同
じ

で
あ
り
、
歌
詞
も
ω
と
同
じ
で
あ
る
。

⑤

葬

礼
功
徳

目
連
戯

は
死
者

の
功
徳
儀
礼
と
関
連
し
て
い
る
。
民
間
で
は
、
死

者

の
霊
魂

を
西
天
極
楽
浄
土
に
案
内
す
る
役
割
を
に
な
う
も
の
と
し

て
白
猿

H
孫
悟
空
な
ど

の
人
物
が
登
場
す
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
が

七
巻
本

に
し
ば
し
ば
現
れ
る
。
例
え
ば
、
目
連

の
兄
弟
弟
子
十
友
が

山
賊
の
身

か
ら
改
心
し

て
仏
弟
子
と
な
り
、
西
方

の
釈
迦

の
も
と
に

赴
く
の
に
、
寒
氷
池
を
渡

る
と
き
に
は
雲
橋
道
人
、
火
焔
山
を
越
え

る
時
に
は
鉄
扇
公
主
が
案
内
す
る
。
羅
ト
が
母
の
骨
を
西
天
に
お
く

る
時
に
は
、
白
猿
と
沙
僧

が
釈
迦

の
も
と
に
案
内
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
挿
演
も
実
際

の
民
間
の
功
徳
儀
礼
を
反
映
し
て
い
る
。

以
上
、
要
す
る
に
、
ざ
陽
腔
目
連
戯
七
日
上
演
用
テ
キ
ス
ト
で
は
、

目
連
戯

の
目
的
で
あ
る
孤
魂
超
度

の
た
め
に

「小
幽
」
を
三
回
も
繰

り
返
し
、

最
後
に

「大
幽
」
に
つ
な
ぐ
形
を
と

っ
て
い
る
。
こ
れ
は

建
酷
儀
礼
に
お
い
て
、
最
後

の

「大
幽
」
の
前

に
何
度
も

「小
幽
」

を
行
う
の
と
同
じ
発
想
で
あ
る
。

こ
れ
を
裏
返
す
と
、
ざ
陽
腔
七
巻

本

は
、
北
宋
以
来
の
七
日
用
古
本
目
連
戯
テ
キ
ス
ト
の
流
れ
を
汲
ん

で
い
る
と
評
価
し
得
る
。
も
ち
ろ
ん
古
本
そ

の
ま
ま
で
は
な
く
、
北

宋
期
の
も
の
に
比
べ
て
、
は
る
か
に
物
語
り

の
内
容
が
豊
富
に
な

っ

て
い
る
。

以
上

の
点
は
、
ざ
陽
腔
本
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
駒
目
排
列
を
と
る
青

陽
腔
本
七
巻
本

に
つ
い
て
も
見
出
せ
る
。
ま
た
、
三
巻
本
編
成

の
簡

略
本
な
が
ら
、高
淳
陽
腔
本
は
目
連
前
伝
と
し

て
梁
武
帝
伝
を
含
み
、

ざ
陽
腔
本

の

「金
氏
上
吊
」
に
あ
た
る

「化
銀
求
子
」、
「破
獄
度
孤
」

に
対
応
す
る

「賑
孤
」
が
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
歌
詞
も
ざ
陽
腔

本

に
近

い
。
ざ
陽
腔
七
巻
本
と
同
系
と
見
て
よ
い
。
ま
た
ざ
陽
腔
本

と
駒
目
排
列
が
似
て
い
て
同
じ
ざ
陽
腔
系
と
見
ら
れ
る
安
徽
獄
県
本

四
巻
本
は
、
「金
氏
上
吊
」
、
「破
獄
度
孤
」
は
欠
い
て
い
る
が
、
そ
の

第

一
本

一
八
駒
に

「救
度
榔
后
」
が
あ
り
、
梁
武
帝
伝
、
榔
后
の
物

語
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
も
同
系
と
み
た
い
。
漸
江
の
新
昌
本

五
巻
本
は

「金
氏
上
吊
」
に
あ
た
る

「捨
銀
」
、
「破
獄
度
孤
」
に
あ

た
る

「施
孤
」
は
あ
る
が
、
梁
武
帝
伝
を
欠
く
の
で
、
ざ
陽
腔
系
と

は
や
や
遠
い
。
甫
田
七
巻
本
は
前
目
連
四
巻
、
本
目
連
三
巻
か
ら
成

る
。
前
目
連
は
父
傅
相
、
祖
父
傅
崇
、
曽
祖
父
傅
天
斗
ま
で
三
代
前

に
遡

っ
て
傅
氏

一
族

の
物
語
を
演
ず
る
。
当
然
、
梁
の
武
帝

の
物
語

も
入
る
が
、
皇
后
榔
氏
の
話
を
欠
く
。
曽
祖
父
ま
で
遡
る
の
は
後
世

の
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
七
巻
本

の
形
式

は
古
本

の
形
跡
も
残
し
て
い

目連戯に見る農村演劇の女性45



る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
泉
州
塊
偏
目
連
本
は
李
世
民
遊
地
府

一

巻
二
四
駒

、
三
蔵
取
経

一
巻

二
四
駒
、
目
連
救
母

一
巻
七
四
駒
、
合

計
三
巻

一
二
二
駒

の
編
成

で
あ
る
が
、
上
演

に
は
七
天
七
夜
を
要
す

る
と
記

す
。
李
世
民
二
天

一
夜
、
三
蔵

一
天
二
夜
、
目
連
四
天
四
夜

と

い
う
配
分

で
あ
る
。
『李
世
民
遊
地
府
』
は
劉
全
進
瓜

で
あ
る
か

ら
、
前

目
連
は
、
す
べ
て

『西
遊
記
』
と
い
え
る
。
前
目
連

に
梁
武

帝
を
使

う
型
よ
り
は
新
し
い
時
代

の
も
の
で
あ
る
。

以
上

を
綜
合
す
る
と
、
鄭
之
珍
本
以
前

の
古
本

の
面
影
を
宿
す
テ

キ
ス
ト
と
し
て
は
、
ざ
陽
腔
七
巻
本
、
青
陽
腔
七
巻
本
、
高
淳
陽
腔

三
巻
本

、
安
徽
歎
県
長
標
村
四
巻
本
が
最
も
古
く
、
次
い
で
漸
江
新

昌
本
、
請

田
傅
天
斗

・
目
連
七
巻
本
、
泉
州
七
巻
本
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。

こ
れ
ら
に
お
い
て
、
郡
氏
、
金
氏
、
何
氏
、
吊
死

の
嬉
婦
、

妓
女
な

ど
、
女
性
を
主
人
公
と
す
る
挿
演
が
多

い
こ
と
に
注
意
す
べ

き
で
あ

ろ
う
。
郷
村
社
会

で
女
性
が
主
役
を
担

っ
て
い
た
こ
と
を
反

映
す
る
。

口

宗
族
演
劇
の
脚
本
ー
鄭
之
珍
本
-
京
本

明
代
中
期

に
な

っ
て
、
安
徽
祁
門
県
清
渓
村
の
文
人
、
鄭
之
珍
が

従
来
、

こ
の
地
域

で
流
布
し
て
い
た
目
連
戯

の
脚
本
を
整
理
再
編
し

て

『目
連
救
母
勧
善
戯
文
』
>>1巻

1
O

1
駒
を
書
き
、
自
ら

の
書
斎

号

「高

石
山
房
」

の
名

で
自
費
出
版
し
た
。
こ
の
本
が
出
て
か
ら
、

す
ぐ
に
流
布
本
と
な
り
、先
行
脚
本
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
見
せ
な
く
な

っ

た
。
刊
刻
本
が
出
る
と
、
抄
本
が
消
滅
す
る
の
が
、
中
国
の
書
籍
流

伝
の
傾
向
と
い
え
る
。
こ
の
本

は
七
日
上
演
用
の
七
巻
本
を
節
略
し

て
三
日
上
演
用
の
三
巻
本
に
し
た
て
て
い
る
。
あ
ま
り
長
い
上
演
を

好
ま
な
か

っ
た
官
僚
文
人
層

の
要
求
に
応
え

る
面
が
あ

っ
た
も

の
と

想
像
す
る
。

さ
て
、

こ
の
鄭
本
は
、
次

の
よ
う
な
特
色

を
持

っ
て
い
る
。

ω

先
行
脚
本
を
節
略
、
改
訂
し
て
で
き
た
が
、
斧
斤

の
痕
跡
を

留
め
る
。

こ
の
点

に
つ
い
て
、
漸
江
省
芸
術
研
究
所

の
陸
小
秋
氏
が

つ
ぎ

の

　ヨ
　

よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

○
江
蘇
高
淳
本
八
五
駒

《過
孤
凄
》
で
は
、
劉
氏
が
難
所
の
孤
凄

壇
を
越
え
る
と
き
に
、
鴉
に
眼
を
啄
ば

ま
れ
て
失
明
す
る
が
、

か
っ
て
劉
氏
か
ら
恩
を
受
け
た
強
盗
三
兄
弟
が
恩
返
し
に
藪
医

者
の
焦
子
高

を
呼
ん
で
来

て
直
さ
せ
る
。

こ
の
と
き
焦
は
欲
張

り
で
、
三
人
に
騙
さ
れ
、
駕
篭
を
担
が
さ
れ
た
り
、
打
た
れ
た

り
、
さ
ん
ざ
ん
愚
弄
さ
れ
る
。
滑
稽
劇

に
な

っ
て
い
る
。

○
鄭
本
で
は
、
第
三
本
四
駒

《
主
碑
相
逢
》
に
、
同
じ
場
面
を
出

す
が
、
焦
子
高
と
三
兄
弟

の
滑
稽
な
や

り
と
り
は
削
除
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
削
除
の
痕
跡
が
残

っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
劉

氏
が
登
場
す
る
と
き
に
、
「俺
則
見
孤
埋
逼
這
在
波
濤
中
結
、
却

全
無
地
豚
連
接
。
白
荘
荘
亘
浪
千
登
、
......」
と
歌
う
。
明
か

に
眼
が
見
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
る
に
、
そ
の
あ
と
、

鴉
に
眼
を
啄
ば
ま
れ
て
失
明
し
た
と
い
う
筋
を
ま

っ
た
く
述
べ

ず
に
、
先

の
曲
に
続
け
て

「孤
身
瀞
紗
、
程
途
遠
遠
、
苦
海
林
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中
苦

萬
千
、
天
耶
聯
得
個

相
熟
的
人
見
到
眼
前
、
眼
又
膳
了
、

力

又
弱
了
、
乍
心生
是
好
。」
と
歌
う
。
さ
ら
に
焦
子
高

の
治
療

で

視
力

を
回
復
し
た
と
い
う

こ
と
を
述
べ
ず
に
、
第

=

駒

《
三

殿
尋

母
》

の
場
面
に
登
場

し
た
劉
氏

は

「砂
澱
卒
湖
陣
陣
風
、

水
光

風
似
落
霞
紅
、
誰
家
婦
女
遭
顛
柿
」
と
歌
う
。
明
か
に
こ

の
時

に
は
眼
が
見
え
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ

う
に
鄭
本
で
は
、
劉
氏

は
突
然
失
明
し
、
突
然
回
復
す
る
。

こ
の
奇
妙

な
筋
の
展
開
は
鄭
本
が
先
行
脚
本
の
か
な
り
性
急
な
節
略

に
よ

っ
て
成
立
し
た
こ
と
を
物
語
る
。

②

父
系
宗
族
尊
重
の
思
想
が
強

い
。

目
連
戯

の
地
方
脚
本
で
は
、
目
連

の
父
、
祖
父
、
曽
祖
父
な
ど
は
、

総
て
が
仏
道

に
帰
依
し
た
善
人
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
悪
事
を
は

た
ら
い
て

い
る
。
特
に
曽
祖
父
傅
天
斗
、
祖
父
傅
崇
な
ど
は
、
兵
糧

を
横
流
し
し
た
り
、
不
正
な
秤

で
貧
民
を
搾
取
し
た
り
し
て
、
財
を

成
し
て
い
る
。
父
傅
相
に
つ
い
て
は
、
善
人
と
し
て
描
か
れ
る
ケ
ー

ス
が
多
い
が
、
そ
れ
で
も
漸
江
本
な
ど
は
、
当
初
、
不
正
な
秤
を
用

い
て
蓄
財

し
た
が
、
の
ち
に
後
悔

し
て
善
行
を
積
む
に
至

っ
た
と
す

る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
鄭
之
珍
本

で
は
、
傅
氏
三
代
、
仏
道
に
帰
依

し
て
善
行

を
積
ん
だ
と
記
す
。

こ
の
点
に

つ
い
て
、
福
建
省
芸
術
研

ム　
　

究
所
の
桐

子
銘
氏
が
次

の
よ
う
な
例
を
指
摘
す
る
。

○
鄭
本

上
巻
二
六
駒

《李
公
勧
善
》、
李
厚
徳
が
劉
氏
に
忠
告
す
る

こ
と
ば
に

「安
人
聴
啓
、
卑
人
慾
直
、
傅
家
三
代
持
齋
、
遺
囑

言
猫

在
耳
。
......」
と
あ
る
。
ま
た
、
中
巻
二
四
駒

《主
僕
分

別
》
で
は
、
目
連
自
ら

「我
家
三
代
以
來

、
齋
信
布
施
、
未
嘗

鉄
乏
、
…
…
」
と
い
う
。

三
代
と

い
え
ぼ
、
傅
相
、
傅
崇
、
傅
天
斗

の
三
人
を
指
す
が
、

こ

れ
は
地
方
脚
本
、
地
方
伝
説
と
合
わ
な

い
。

お
そ
ら
く
、
地
方
伝
説

を
取
捨
し
て
新
編
目
連
戯
を
作

る
時
に
、
鄭

之
珍
が
こ
の
よ
う
に
改

め
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
鄭
本

で
は
、
劉
氏
、
劉
質
な
ど
、

悪
人
は
、
す
べ
て
姻
戚
か
ら
出
る
。
直
系

の
傅
氏

一
族
に
は
悪
人
は

一
人
も
で
て
い
な

い
。
三
代
以
前
か
ら
、
悪

人
を
出
さ
な
か

っ
た
と

す
る
こ
と
で
、
劉
氏

の
悪
行
が
浮
か
び
あ
が
り
、
戯
曲
は
引
き
し
ま

る
が
、
人
情
に
合
わ
な
い
優
等
生
家
族
と
い
う
印
象
を
免
れ
な

い
。

こ
こ
に
も
鄭
本

の
改
編

の
不
自
然
さ
が
露
出
し
て
い
る
。
鄭
之
珍
が

厳
格
な
父
系
宗
族
主
義
に
立

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

㈹

節
婦

の
登
場

こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
。

こ
の
意
味

で
、鄭
本
は
宗
族
社
会

に
よ
く
適
合
し
た
脚
本

で
あ
り
、

と
く
に
宗
族
支
配

の
つ
よ
い
郷
村
や
、
文
人

の
家
庭

で
の
上
演
に
お

い
て
歓
迎
さ
れ
た
。
そ
の
後
世

へ
の
影
響
が
広
く
全
国
に
及
ん
だ
点

も
同
じ
理
由
に
基
く
。
た
だ
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
が
成
立
し
た
安
徽
南

部
地
域
で
も
、
郷
村

で
は
鄭
本
は
浸
透
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
ざ
陽

腔
本

の
方
が
流
行
し
て
い
る
。
鄭
本
に
も
宗
族
用
テ
キ
ス
ト
と
し
て

の
限
界
が
あ

っ
た

の
で
あ
る
。
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li
l

市
場
地
演
劇
の
脚
本
-
連
台
長
編
本
-
徽
本

七
日
を
超
え
て
二
七
日
、
三
七
日
、
四
七
日
、
五
七
日
、
六
七
日
、

七
七
日
な
ど
に
な
る
と
、
費
用
が
か
か
り
す
ぎ
て
、
通
常
の
郷
村
や

宗
族
で
は
、
上
演

で
き
な

い
。
大
商
人
が
特
別
な
寄
付
を
す
る
場
合

に
限
ら
れ
る
。
し
か
も
、
目
連
戯
だ
け
で
は
、
本
体
を
い
く
ら
引
き

伸
ば
し

て
も
、
追

い
つ
か
な
い
の
で
、
花
目
連
と
称
し
て
、
目
連
と

は
別

の
短
編
戯
曲
を
多
数
、
挿
入
す
る
か
、
あ
る
い
は
別
の
長
編
戯

曲
を
目
連

の
前
に
つ
な
げ
て
演
ず
る
形
を
と
る
。
さ
き
に
示
し
た
湖

南
辰
河
腔

四
十
八
本
、
四
川
四
十
八
本
な
ど
、

い
ず
れ
も
目
連
戯

の

ほ
か
に
別

の
戯
曲
を

つ
な
げ
る
連
台
本
で
あ
り
、
湖
南

の
場
合

は
、

さ
ら
に
多
数

の
花
目
連

を
挿
入
す
る
。

湖
南
辰

河
腔
蓮
台
四
十
八
本
は
次

の
よ
う
な
構
成
で
あ
る
。

ω

梁
傳
三
本

梁
武
帝

②

香

山
六
本

観
音

⑧

目
連

①
前

目
連
八
本

傅
崇
-
傅
相
、
傅
栄
-
傅
林

②
後

目
連
十

一
本

傅
羅
卜

③
花

目
連
十
本

1
火
焼
萌
盧

口
(忠
)

2
蜜
蜂
頭
(孝
)

3
取
氏
上
吊

(節
)

4
墓
丹
桂

(烈
)

5
風
藍
河

6
寵
員
外
埋
金

7
李
狗
盗
韓

8
城
陛
剥
金

9
趙
甲
打
釜

10
薫
氏
罵
婆

紛

封
神
二
十
四
本

⑤

金
牌
十
二
本

岳
飛
故
事

こ
こ
で
は
総
計
は
四
十
八
本
を
は
る
か
に
越
え
て
、
七
十
四
本
に

な

っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
取
捨
し
て
四
十

八
ま
た
は
四
十
九

に
合

わ
せ
る
と
い
う
。
演
目
は
い
ず
れ
も
冥
界
ま

た
は
地
獄
に
関
係
が
あ

る
も
の
が
取
ら
れ
て
い
る
。
《
趙
毅
公
自
治
官
書
》
巻
五
に
も
、
康
煕

四
六
年
に
、
湖
南

の
衡
州
城
内
の
東
岳
王
廟

で
、

一
か
月
に
及
ぶ
演

劇
が
演
じ
ら
れ
、
目
連
に
併
せ
て
岳
飛

の
劇

が
演
じ
ら
れ
た
こ
と
が

ムら
　

見
え
て
い
る
。

ま
た
、
四
川
目
連
四
十
八
本
は
次

の
通
り

で
あ
る
。

(8)(7)(6)(5)(4)(3)(2)(1)

大
発

一
本

仏
児

一
本

西
遊
記
四
本

観
音
三
本

封
神
十
二
本

東
窓
十
二
本

台
城
三
本

目
連
十
二
本

狙江
流
、
斬
龍
、
劉
全
進
瓜
、
唐
僧
取
得
経

岳
飛
梁
武
帝
、
榔
皇
后

傅
崇
、
劉
氏
出
嫁
、
実
嫁

こ
れ
ら
の
連
台
本
が
市
場
で
演
じ
ら
れ
た

こ
と
に

つ
い
て
は
、
清

代

の
四
川

の
地
方
志
に
も
記
録
が
あ
る
。
例

え
ば
、
乾
隆

《清
泉
県

志
》
巻
二

「風
俗
」
に
言
う
。

七
月
十
五
日
、
中
元
節
、
自
初
十
日
起
、
至
十
五
夜
、
或
用

浮
屠
、
設
孟
蘭
会
、
放
焔
口
、
点
河
燈
、
市
人
演
目
連
、
観
音
、

岳
王
諸
劇
。
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こ
の
記
録

に
市
人
と
あ
り
、
市
場
で
の
上
演
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
ま
た
目
連
単
独

で
な
く
、
観
音
、
岳
飛
が
連
台

の
セ
ッ
ト
で
上

演
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
わ
か
る
。

一
一

目
連
戯
に
お
け
る
女
性
像

さ
て
、
こ
こ
で
本
稿
の
課
題

で
あ
る

「目
連
戯
に
お
け
る
女
性
像
」

に
つ
い
て
、
検
討
す
る
。

ω

郷
村
目
連
戯
脚
本

の
女
性
像

女
性
の
苦
難
を
描
く

こ
と
に
力
を
注

い
で
い
る
。
「金
氏
上
吊
」
の

金
氏
は
子
を
求
め
る
あ
ま
り
、
詐
欺
師
に
金
銀
を
喜
捨
し
、
夫
に
詐

欺
師
と
の
仲
を
疑
わ
れ
て
、
自
殺
す
る
。
請
田
目
連
の

「銀
奴
上
吊
」

は
、
朋
輩

の
悪
人
金
奴
に
圧
迫
さ
れ
た
節
義
の
奴
碑
銀
奴

の
自
殺
を

え
が
く
。
ま
た
、
地
獄
め
ぐ
り
の
第
三
殿

で
は
、
劉
氏
は
十
月
懐
胎
、

血
池
地
獄

な
ど
、
女
性

の
苦
し
み
を
歌
う
。

②

宗
族
目
連
戯
脚
本
の
女
性
像

次
に
鄭
之
珍
本
に
目
立

つ
特
徴
は
、
目
連
の
婚
約
者
と
し
て
曹
賓

英
を
登
場

さ
せ
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
南
戯
の
様
式

の
特
徴
と
言

え
る
。
南
戯

は
殺
伐
な
男
だ
け
の
世
界
、
英
雄
豪
傑
、
緑
林
好
漢

の

物
語
を
描

く
場
合
に
も
、
必
ず
そ
の
妻
を
登
場
さ
せ
、
夫
妻
が
そ
れ

ぞ
れ
の
苦

難
を
重
ね
て
最
後

に
団
円
を
遂
げ
る
と

い
う
二
元
構
成

の

家
庭
劇

に
仕
立
て
上
げ

る
こ
と
が
多

い
。
鄭
本
以
前

の
目
連
物
語
が

「母
子
の
地
獄
め
ぐ
り
」
と
い
う
単
線
構
造
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
鄭

之
珍
は
曹
氏
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
物
語
り
を
南
戯

の
様

式
に
そ
っ
た
複
線
構
造
に
再
編
成
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
お
そ

ら
く
、
華
中
、
華
南
の
郷
村
社
会
が
宗
族
を
基
盤
に
し
て
成
り
立

つ

宗
族
社
会

で
あ

っ
て
、

こ
の
社
会
が
立
身
出
世
を
求
め
て
外
遊
す
る

夫

の
留
守
を
守
る
主
婦
を
軸
と
し
て
維
持
さ

れ
て
お
り
、
主
婦
に
対

し
て
不
断
に
貞
節
を
訓
え
、
こ
れ
に
し
ば
し
ば
犠
牲
を
強
い
る
こ
と

で
成
り
立

っ
て
い
た
、
と
い
う
宗
族
生
活
の
現
実
を
反
映
し
て
い
る

も

の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
反
面
教
師

の
劉
氏
だ
け
で
は
十

分

で
な
く
、
正
面
教
師

の
曹
氏
を
登
場
さ
せ
る
必
要
が
あ

っ
た
と
い

う

こ
と
で
あ
る
。

⑧

市
場
目
連
戯
脚
本
の
女
性
像

市
場
地
目
連
戯
で
は
、
女
性
を
怖

い
存
在

と
し
て
描
く
。
劉
氏
は

夫

の
遺
言
に
背

い
て
忌
中

に
開
輩
し
、
飲
酒

、
芝
居
、
芸
能
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
娯
楽
を
享
受
す
る
。
「尼
姑
下
山
」
の
尼
、
静
虚

は
、
男
女

の
欲
を
露
に
し
て
和
尚
と
駈
け
落
ち
す
る
。
湖
南
の
辰
河
腔
目
連
に

見
え
る

「蜜
蜂
頭
」
で
は
、
鄭
士
徳
の
後
妻

王
新
桂
は
、
情
夫
邸
狗

六
と
の
逢
引
を
継
子
鄭
廣
夫
に
目
撃
さ
れ
、
頭
に
蜜
を
塗

っ
て
廣
夫

を
庭

に
誘

い
出
し
、
蜂
が
集

っ
て
贋
夫
が
こ
れ
を
追

い
払
う
情
景
を

夫

の
鄭
士
徳
に
遠
望
さ
せ
、
廣
夫
が
自
分

に
た
わ
む
れ
た
と
謳

い
、

廣
夫
を
殺
さ
せ
る
。
同
じ
く
辰
河
腔
目
連

の
梁
武
帝

の
皇
后
郡
氏
は
、

仏
教
を
排
斥
し
た
罪
で
は
な
く
、
武
帝

の
留
守
中

に
夫
の
寵
愛
す
る

苗
美
人
を
嫉
妬
の
あ
ま
り
惨
殺
し
て
、
大
蛇

に
姿
を
変
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
も
欲
望

の
た
め
に
手
段
を
選
ば
ぬ
恐
ろ
し
い
女
性
像
を
示
す
。
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目
連
戯

は
こ
の
よ
う
に
男
に
と

っ
て
恐
ろ
し
い
存
在
、
理
解
し
に

く
い
存
在

、
制
御
し
に
く

い
存
在
で
あ
る
女
性
を
宗
族

モ
ラ
ル
の
鋳

型
に
は
め
こ
む
こ
と
を
意
図
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
度
合

い
は
、
郷
村
、
宗
族
、
市
場

の
各
演
劇
に
お
い
て
、
差

が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
最
も
強
い
形
は
貞
婦
曹
氏
を
登
場
さ

せ
た
鄭
之
珍
本

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
目
連
戯

は
宗
族
演
劇
の
脚
本

と
し
て
結
晶
し
た

の
で
あ
る
。

こ
の
傾
向
は
鄭
本
以
前
の
郷
村
脚
本
に
も
存
在
し
て
い
た
。
あ
る

い
は
鄭
本

以
上
に
宗
族
主
義
が
徹
底
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
例

え
ば
、
鄭

本

で
は
、
目
連

の
婚
約
者
曹
氏
は
尼
に
な

っ
て
し
ま

い
、

二
人
は
子
孫
を
作
ら
ず

に
終
わ
る
。
郷
村

の
父
老

は
こ
れ
を
宗
族

モ

ラ
ル
に
反
す
る
と
考
え
た
ら
し
く
、
例
え
ぼ
、
貴
池
県
の
郷
村
目
連

戯
で
は
、
李
厚
徳

の
子
を
傅
家

の
養
子
に
し
て
、
傅
氏

一
族

の
家
系

ム　
　

の
断
絶
を
防

い
で
い
る
。
鄭
本
は
郷
村
目
連
に
存
在
す
る
こ
の
よ
う

な
宗
族
主
義
を
節
婦
劇
と
い
う
文
学
的
な
形
式

に
整
え
て
見
せ
た

の

で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
四
十
八
本
連
台
本
な
ど
の
市
場
地
演
劇

の
脚
本
は

宗
族

モ
ラ

ル
よ
り
娯
楽
性
が
強
く
、
欲
望
の
ま
ま
に
行
動
す
る
女
性

を
多
く
登

場
さ
せ
る
。
「蜜
蜂
頭
」
「梁
武
帝
の
皇
后
榔
氏
」
な
ど
は
、

主
に
こ

の
長
編
市
場
劇

の
な
か
ら
生
ま
れ
た

の
で
あ
る
。
時
代
が
下

が
る
に

つ
れ
て
、
市
場
地
演
劇
が
盛
ん
に
な
り
、

こ
れ
に
伴

っ
て
目

連
戯

の
宗
族
主
義
的
女
性
観
が
崩
れ
て
い
く
と
言
え
る
。
こ
れ
が
本

稿

の
結
論

で
あ
る
。

注

 

〈1
>

中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
編

『徽
州
千
年
契
約
文
書
』
清
・

民
国
編
、
第
八
巻
、
花
山
文
芸
出
版
社
、

一
九
九
三
年
、
五
-
二
四

二
頁
。
田
仲

一
成

『明
清
の
戯
曲
』
創
文
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
八
二

ー
八
八
頁
参
照
。

〈2
>

田
仲

一
成

「目
連
戯
の
地
方
的
分
化
と
そ
の
背
景
」
大
阪
大
学

文
学
部
中
国
哲
学
研
究
室
編

『中
国
研
究
集
刊
』
宿
号
、

一
九
九
四

年
。
た
だ
し
、
本
稿
で
は
そ
の
後
の
新
資
料
を
増
補
し
た
。

〈3
>

陸
小
秋

「目
連
戯
三
題
」
安
徽
省
祁
門
県
鄭
之
珍
目
連
戯
学
術

研
討
会
編
『目
連
戯
研
究
論
文
集
』安
徽
人
民
出
版
社
、
一
九
八
八
年
。

〈4
>

桐
子
銘

「関
干
甫
仙
戯

『目
連
』」
『福
建
目
連
戯
研
究
論
文
集
』

福
建
省
芸
術
研
究
所
、

一
九
九

一
年
、
五
頁
。

〈
5
>

田
仲

一
成

『清
代
地
方
劇
資
料
集
』
二
、
東
京
大
学
東
洋
文
化

研
究
所
、

一
九
六
八
年
、
四

一
頁
。

〈6
>

王
兆
乾
校

『安
徽
池
州
東
至
蘇
村
高
腔
目
連
戯
文
穿
会
本
』
台

北
施
合
鄭
民
俗
文
化
基
金
会
、
一
九
九
五
年
、
民
俗
曲
芸
叢
書
の
一
。

So


